
（１９）【発行国・地域】日本国特許庁（ＪＰ）

（４５）【発行日】平成３０年６月２５日（２０１８．６．２５）

（１２）【公報種別】意匠公報（Ｓ）

（１１）【登録番号】意匠登録第１６０７７３５号（Ｄ１６０７７３５）

（２４）【登録日】平成３０年６月１日（２０１８．６．１）

（５４）【意匠に係る物品】映像表示機

【部分意匠】

【本意匠の意匠登録番号】意匠登録第１６０７６３０号（Ｄ１６０７６３０）

【本意匠に係る他の関連意匠の意匠登録番号】意匠登録第１６０７７３４号（Ｄ１６０７７３４）

（５２）【意匠分類】Ｈ７－６２４０

（５１）【国際意匠分類】Ｌｏｃ（１１）Ｃｌ．１４－０３

（２１）【出願番号】意願２０１７－２３３５９（Ｄ２０１７－２３３５９）

（２２）【出願日】平成２９年１０月２３日（２０１７．１０．２３）

（７２）【創作者】

【氏名】若田　邦治

【住所又は居所】大阪府堺市堺区匠町１番地　シャープ株式会社内

（７３）【意匠権者】

【識別番号】０００００５０４９

【氏名又は名称】シャープ株式会社

【氏名又は名称原語表記】ＳＨＡＲＰ　ＫＡＢＵＳＨＩＫＩ　ＫＡＩＳＨＡ

【住所又は居所】大阪府堺市堺区匠町１番地

（７４）【代理人】

【識別番号】１００１６０７８３

【弁理士】

【氏名又は名称】堅田　裕之

【審査官】渡邊　吉喜　　

（５５）【意匠に係る物品の説明】本物品は、フレキシブルディスプレイを用いた映像表示機であり、ディスプ

レイを本体筐体内にロール状に収納することが出来る。使用時には、本体筐体が中央から分割して前後にスライ

ドして開き、収納されていたパンタグラフ状構造の電動支持部が上方に展開することで、ディスプレイが引出さ

れる。電源をＯＦＦにすると、電動支持部が下降して、ディスプレイを本体筐体内に完全に収納する。

（５５）【意匠の説明】青色で着色した部分以外の部分が、部分意匠として意匠登録を受けようとする部分であ

る。各図の表面部に表された濃淡は、いずれも立体表面の形状を特定するためのものである。

【図面】

【斜視図】



(2) 意匠登録１６０７７３５

【ディスプレイを引出した状態の斜視図】

【正面図】



(3) 意匠登録１６０７７３５

【背面図】

【平面図】



(4) 意匠登録１６０７７３５

【底面図】

【右側面図】



(5) 意匠登録１６０７７３５

【左側面図】

【ディスプレイを引出した状態の正面図】

【ディスプレイを引出した状態の背面図】



(6) 意匠登録１６０７７３５

【ディスプレイを引出した状態の平面図】

【ディスプレイを引出した状態の底面図】



(7) 意匠登録１６０７７３５

【ディスプレイを引出した状態の右側面図】

【ディスプレイを引出した状態の左側面図】



(8) 意匠登録１６０７７３５

【ディスプレイを引出した状態の背面側斜視図】
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